
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）以前

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響

食料不安はすでに
増大

中程度または深刻な
食料不安を抱える
人口の割合

2019

25.9%

2014

22.4%

21.3% 
発育不良の
5歳未満児の割合

（1億4,400万人）

（4,700万人）6.9% 
消耗性疾患を
抱えた5歳未満児
の割合(2019年)

飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の
改善を達成するとともに、持続可能な農業を推進する

コロナ禍は、食料システムに
対する新たな脅威に

紛争

気候変動

新型コロナウイルス感染症

バッタの
大量発生

子どもの発育不良と
消耗性疾患は
悪化する可能性大

開発途上地域の
食料生産者全体の
40%-85%を占める

小規模食料生産者は
コロナ危機によって

大きな打撃
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